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令和7年 ３ １ ヤングケアラーへの支援等、介護する側へのサポートの充実を図ります。

（担当課 こども課 ※令和８年度～ こども相談課
福祉総務課、生活福祉課）

高齢者介護のケアラーへのサポート （担当課 長寿いきがい課）

ヤングケアラー支援のため、ヤングケアラー庁内連携会議を組織し、適切な支援を図るために必
要な情報の交換や支援の内容に関する協議及び調整を行っています。

ヤングケアラーへのサポート体制

ケアラーが孤立しない地域づくりを目標にケアラー支援について広報等で周知しています。
民生委員・児童委員へケアラーから相談があった場合には、関係機関へつないでいただくよう啓発
を行っています。また、ケアラーが孤立しないよう家族介護教室（法人等に委託）を開催し、関係
機関と支援体制を構築しています。

医療的ケアを必要とする障害児者が地域で安心して生活できる体制の整備を促進するため、本市か
ら支給決定を受けた医療的ケア児者を受入れるために、施設改修又は備品購入をしようとする事業所
に対し、施設改修又は備品購入に要する費用を助成します。
補助単価: ２０万円／人、１事業所あたり２人まで

障害者支援のケアラーへのサポート （担当課 障害福祉課）

医療的ケア児等支援事業

概要

概要

概要
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令和7年 ３ ２
ＡＩオンデマンド交通の導入など、多様な移動ニーズにきめ細かく対応しつつ、
さらに、交通弱者の移動手段を確保するため、公共交通網の充実に努めます。

（担当課 企画課）乗合型オンデマンド交通の導入

従来の交通手段に対する移動課題に対し、ニーズに応じた移動手段を確保するため、
妻沼地区内で乗合型オンデマンド交通の運行を開始しました。
事前予約制で、どなたでも利用できる新たな交通サービスとなります。
指定乗降場所は、公共施設、店舗、医療機関、集会所など、130箇所設定しています。

市民説明会 １１月から１２月にかけ、計8回開催 合計46名参加
関係団体向け説明会 自立支援型地域ケア会議、くまがやごちゃまぜの会
スマホ教室兼乗車体験会 11名参加

実績

乗車人数 １月 72名
２月 132名
３月 139名

令和８年１月スタート！

概要
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令和7年 ３ ３ 「クマポ」の活用促進などにより、共助やコミュニティの活性化を図ります。

（担当課 市民活動推進課）コミュニティポイント普及促進事業

コミュニティポイント「クマポ」はまちを元気にする活動の参加者に付与さ
れるポイントです。換金性はありません。
デジタルポイントであるクマポが地域のつながりを生むきっかけになれるよ

う、市民の皆さんに楽しんでいただける仕組みづくりをしていきます。

実績

クマポの登録者数 30,258人（３月１日時点）
総流通クマポ数 約400万クマポ
協力団体 13団体

クマポの利用者間での循環を目指し、マッチングサービス「クマポプレイス」の活用事例を利用者の協力
により作成、市ホームページで公開。

市民活動団体や利用者等から意見やアイデアを聴取するための意見交換会を2回（７月、１月）実施。

新たにクマポをつかって市民活動団体の活動や店舗の情報をＰＲできる、ＬＩＮＥポータルアプリ「クマぶら」
で情報発信できる取組を開始（令和７年１２月～）。

産業祭でのクマＰＡＹ・クマポブースの出店や個別説明会（１２月）
を実施。

意見交換会

クマポ抽選会を2回（６月、１２月）実施。 申込 延べ2,264件

概要
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令和7年 ３ ４
超高齢社会を見据え、

住まい・医療・介護・予防・生活支援を一体的に提供する地域包括ケアシステムを
推進するとともに、介護保険の適正な運営に向けた準備を進めます。

（担当課 長寿いきがい課）

高齢者の社会参加・介護予防に向けた取組、配食・見守り等の生活支援体制の整備、在宅生活を支
える医療と介護の連携及び認知症の方への支援の仕組み等を一体的に推進しながら、高齢者を地域で
支えていく体制を構築するための事業を実施しています。

介護予防・生活支援サービス事業費分（事業費市負担割合12.5％）

通いの場活動（ニャオざね元気体操） 活動箇所 72か所
頭と体の体操教室 参加延べ人数 1,067人
認知症簡易チェックサイト アクセス数 7,408件
通いの場への専門職の派遣
（理学療法士、管理栄養士、歯科衛生士、薬剤師等） 80回

地域支援事業【大里広域事業】

ニャオざね元気体操の様子

認知症検診事業

認知症の早期発見・診断・治療を目的として、70歳の市民の方を対象に認知症検診（もの忘れ検診）を
実施しています。また、市ホームページからアクセスできる『認知症簡易チェックサイト』もあります。
簡単に認知症チェックができ、いつでもどなたでも、気軽に利用していただくことができます。

受診対象者数 2,569人
受診者数 233人
受診率 9.07％

実績

概要

概要

（担当課 長寿いきがい課 ※令和８年度～認知症検診事業は地域保健課へ移管）
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令和7年 ３ ４
超高齢社会を見据え、

住まい・医療・介護・予防・生活支援を一体的に提供する地域包括ケアシステムを
推進するとともに、介護保険の適正な運営に向けた準備を進めます。

（担当課 長寿いきがい課）地域支援事業【大里広域事業】

包括的支援事業・任意事業費分（事業費市負担割合19.25％）

令和１２年度介護保険運営事業の移行準備

在宅医療連携拠点業務委託 相談件数 638件
買い物支援
(熊谷青果市場・カスミ・ウエルシア薬局等) 移動販売会場数 107か所
成年後見制度利用支援事業 報酬助成 8件
配食サービス 配食数 25,900食
認知症高齢者見守り事業
（徘徊高齢者探索サービス） 利用 15件
認知症初期集中支援 新規受付数 3件、継続数 5件、支援終了数 1件
認知症サポーター養成講座 受講者数 2,521人
認知症カフェ 開設数 14か所（休止中含む）
認知症介護相談 相談件数 2件
ＡＣＰ普及啓発出前講座 実施回数 21回 受講者数520人

大里広域及び構成市町との情報交換会 実施回数2回

ＡＣＰ普及啓発出前講座

買い物支援



目次

取組年度基本政策No.施策No. 取組

令和7年 ３ ５
熊谷駅、籠原駅周辺地区のバリアフリー化を推進するとともに、

ハード・ソフト両面の総合的なまちづくりを展開し、
全市的なバリアフリー水準の向上を図ります。

（担当課 都市計画課）既存建築物バリアフリー改修促進事業

バリアフリー推進協議会

バリアフリー重点整備地区（熊谷駅周辺、籠原駅周辺）のバリアフリー化を推進していくため、
バリアフリー推進協議会を開催しました。また、熊谷駅、籠原駅周辺の生活関連施設のバリアフ
リー化を促進するため、該当施設のバリアフリー改修について補助を行っています。

バリアフリー重点整備地区のバリアフリー化を推進していくため、
有識者や障害者団体の代表で組織したバリアフリー推進協議会を開催しました。

バリアフリー改修推進事業補助金

熊谷市バリアフリー基本構想で設定した生活関連施設のバリアフリー改修について、
費用の1/3を補助します。

概要

実績 活用実績 1件
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令和7年 ３ ６
異分野・多世代で交流できる生涯活動の拠点として（仮称）生涯活動センターの整備を推進し、

地域コミュニティ活動や市民活動、文化活動などのコミュニティ活動の充実や、
生涯学習活動の支援とともに、子どもや子育て世代の集いの場を提供します。

（担当課 市民活動推進課）（仮称）第２中央生涯活動センター整備事業

世代、活動分野を超えて、様々な人々が「集まり」・「出会う」交流の拠点となる（仮称）第２中央
生涯活動センターを整備しています。施設の基本理念は「つながるフィールド～生涯活動拠点～」とし
令和９年１０月のオープンを目指しています。

令和７年度は、既存建
物の解体工事及び実施設
計、１０月からは本体の
建設工事を開始しました。

実績

外観イメージ（南側）
外観イメージ（北側）

概要


